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活動分類 主催者 開催日時 会場
参加人員：会員、
一般（うち外国人）

外国人 一般 事業内容

独自の交流事業 北海道青年国際交流機構 2月9日～15日 レッツ円山 10名程度 10人
北海道IYEOの定例事業。一般参加者を交えて国際理解を深めること
を目的としている。なお、今回はアフリカ料理を作りました。

内閣府青年国際交流事業の地方
プログラム受入れ

北海道ＨＩＦ 2月9日～15日 札幌市内
会員8名

一般参加者10名程度
10人

北海道での受入れにあたり、札幌市内でのプログラムを担当。
ワークショップと親睦会を行いました。

他団体の交流事業への参加、協力 世界を知ろう実行委員会 12月13日 北海道大学
会員5名

一般参加者30名
（うち外国人8名程度）

8人 22人
学生主催の当該イベントにて、国際交流・協力関連のNGOとともに
ブースを出展しました。

他団体の交流事業への参加、協力 実践交流会実行委員会 1月16～17日
独立行政法人　国立青少年教育振

興機構
国立大雪青少年交流の家

会員1名
一般参加者21名程度

21人
学生・社会人の生涯学習等にかかわる実践活動の関係者による交流
会及び活動発表会。

独自の交流事業 北海道青年国際交流機構
6月7日（日）

エルプラザ
会員１３名

一般９名（うち外国人3名）
3人 6人 会員及び在日留学生を含む一般参加者による親睦を目的として実施

独自の交流事業 北海道青年国際交流機構
7月11日（土）

エルプラザ 会員５名

前年度に引き続き、今年はモンゴルへ送付。
事業概要としては、日本の学校で使用しなくなったリコーダーを、必要
とするか外国へ送付するものである。
20年度の総会にて複数年（2年程度を想定）に渡り、実施することとし
ており今年で2年目である。

独自の交流事業 北海道青年国際交流機構
7月18日（土）

Let’sアカシア
会員４名

一般１名（うち外国人１名）
1人

現在中国に留学中の会員が一時帰国した際に合わせて、中国の家
庭料理教室を開催

独自の交流事業 北海道青年国際交流機構
9月27日（日）

北広島
会員６名
一般６名

6人 会員及び学生を含む一般参加者による親睦を目的として実施。

他団体の交流事業への参加、協力
岩手県青少年会館

岩手県青少年育成県民会議
9月6日（日） 岩手県青少年会館

会員6名、
一般1200名

1,200人 親子ふれあい広場「観武ヶ原まつり」への参加、協力

独自の交流事業 岩手県青年国際交流機構 10月24日（土） 岩手教育会館 会員20名、一般80名 80人
岩手県青年国際交流機構50周年を記念し「夢は生きるパワーの源」と題
し、中村真衣さんによる講演会を行った。

独自の交流事業 岩手県青年国際交流機構 11月14日（土） 岩手県青少年会館 会員35名、一般7名 7人
岩手県青年国際交流機構50周年を記念し、会員による記念講演会、
経過報告、記念交流会を行った。

独自の交流事業 岩手県青年国際交流機構
平成22年

3月13日（日）
いわて県民情報交流センター

県内在住の外国人3名をスピーカーに招き、それぞれの国の紹介、生活様
式の違いや日本で暮らす印象など生の声を聞き、お互いが語り合うことによ
り、相互交流により理解と友好の促進を行った。

他団体の交流事業への参加、協力 宮城県青年会議 4月25日 宮城県青年会館 会員2名 宮城IYEOが加盟している青年団体連絡会の総会に参加した。

他団体の交流事業への参加、協力 地球フェスタ実行委員会 9月19日 仙台市国際センター
会員７名
一般多数

外国人１名
1人 多数

県内最大の国際交流イベントに初参加した。ブース出展し、広く内閣
府国際交流事業や宮城IYEOの活動をPRした。

他団体の交流事業への参加、協力 宮城県青年会議 9月26日 宮城県青年会館 会員２名
県内の青年団体の連絡協議会でもある宮城青年会議の理事会に参
加し、他団体との情報交換を行った。

他団体の交流事業への参加、協力 青少年のための宮城県民会議 9月30日 岩沼市率岩沼中学校 会員１名 「少年の主張」の審査員として、協力した。

その他
（国際理解講座）

福島県北地区ＪＲＣ部会 ８月４日（火） 福島県青少年会館　　　(福島市） 会員１名、一般３０名 30人

福島県北地区ＪＲＣ研修で、国際理解のためのワークショップ「船の中
の大事件」を船つばサポーターの紺野先生（福島市立清明小学校）と
菅野が実施。活発に話し合いが行われ、ロールプレイのまま発表が
あったり大変盛り上がった。一人一人の気づきがあり、実際の生活に
いかす意見が目立ち、レベルの高いワークショップになった。

その他
（国際理解講座）

全国開発教育研究集会
８月８日(土）

～９日８月（日）
第27回開発教育全国研修集会・仙

台大会
会員１名、一般１５名 15人

第27回開発教育全国研修集会・仙台大会の自主ラウンドで船つばサ
ポーターの紺野先生と菅野が「船の中の大事件」を実施。意識の高い
人が多く、短い時間の中でも積極的な意見交換ができた。

他団体の交流事業への参加
財団法人福島県青少年会館、
福島県青少年団体連絡協議会

11月7日（土）、8日(日） 福島県青少年会館　(福島市）
スタッフ：会員5名、
学生サポーター2名

来場者：1,000名
1,002人

「外国文化おもしろ館」として、世界の民俗楽器や民俗衣装を体感できる
ブースを出展。来場者に内閣府の事業の説明、船と翼の会ふくしまの事業
の説明、ホストファミリーの発掘に努めた。

他団体の交流事業への参加

ふくしま国際理解教育ネットワーク
（福島県、福島県教育委員会、（財）
福島県国際交流協会、ＪＩＣＡ二本

松、ふくしま海外協力隊の会）

12月12日（土）
～13日（日）

ＪＩＣＡ二本松訓練所（二本松市） 会員2名、講座参加者30名 30人

分科会の講座で、ファシリテーターとして講座を担当。平成20年度「世界
青年の船」参加者の帰国報告をもとに作ったオリジナルワークショップ「地球
幸福度指数」世界一のバヌアツの「幸せ」の現在と未来」を実践。相手の
立場に立った援助、国際協力のあり方を考えた。

他団体の交流事業への参加

ふくしま国際理解教育ネットワーク
（福島県、福島県教育委員会、（財）
福島県国際交流協会、ＪＩＣＡ二本

松、ふくしま海外協力隊の会）

12月12日（土）
～13日（日）

ＪＩＣＡ二本松訓練所（二本松市） 会員3名、全体参加者180名 180人
自主セッションで、当会及び内閣府の事業を紹介するブースを出展。意識
の高い参加者たちに会のＰＲ及び次年度以降の派遣事業への参加者を
募った。

独自の交流事業 船と翼の会ふくしま ４月１９日（日）
蓬莱学習センター

(福島市）
会員７名、

一般：21名（うち外国人11名）
11人 10人

「蓬莱日本語教室」と「ＮＰＯ法人ふくかんねっと」の協力のもと、日本
語教室に通う中国出身の皆さんには餃子を、日本にインターンシップ
で来日している韓国ペクソク文化大学の学生さんたちにはトッポキを
教えてもらった。

独自の交流事業 船と翼の会ふくしま ７月５日（日）
郡山市勤労青少年ホーム（ユース

フル郡山）　　(郡山市）
会員４名、

一般19名（うち外国人１名）
1人 18人

本物のイスラム料理を作り、味わうことを通して、イスラム文化に対す
る興味と理解を深める。講師はJICA二本松のアラビア語講師サファ
ン氏（シリア出身）であった。

独自の交流事業 船と翼の会ふくしま 9月13日　　（日）
オオクラボウル、　　　　観光梨園、

吉川屋　　　　(福島市）
会員６名

一般11名（うち外国人7名）
7人 4人

韓国人大学生が5人、日本人大学生2人、高校生が2人など、フレッ
シュなメンバーがそろい、ボーリング、梨狩り、足湯とスポーツの秋、
ふくしまの秋を楽しみ、交流した。

独自の交流事業 船と翼の会ふくしま
１2月9日（水）
～13日（日）

白河市、福島大学、こぶし荘(福島
市高湯温泉)、福島市立清明小学
校、仙林寺（伊達市）、ふくしまテル
サ(福島市）、いわき市(ホームステ

イ）

会員9名、一般16名、小学生、
教員、保護者60名、
ASSEAY Ｔhiland5名

5人 76人

船と翼の会ふくしまとASSEAY Thailandとの相互交流プログラム。テーマは
「異文化理解」。今後、日本とタイ両国の友好親善をますます発展させる
ためにはまず、互いの違いや共通点を知り理解しあうことが大切であると考
え、今回は、広く一般的にお互いの文化、習慣、価値観を知るということを
目標に交流した。白河市長を迎えての歓迎会、福島大学の学生とのディ
スカッション、料理交流、小学校での交流、お寺での日本文化体験、ホー
ムステイ、異文化理解ワークショップを実施。

独自の交流事業 船と翼の会ふくしま
平成22年

2月21日（日）
福島市杉妻学習センター

(福島市）
定員：30名 30人

子どもたちの学校生活、家族、主食用バナナ、私たちが意外と知らな
いフィリピンの素顔を楽しく紹介してもらい、フィリピンの暖かいおやつ
を作る。メニューは「ギナタンビロビロ」と「トロン」。

独自の交流事業
船と翼の会ふくしま
ASSEAY Thailand

通年 福島県内及びタイ国内 －

福島県内のＮＧＯ「明るい社会つくり運動協議会」「ふくしま地球市民ネッ
トワーク」や県内の小学校の協力ものと、使い終わった小学１年生の黄色
い帽子を回収し、タイの小学生に贈呈する事業。東亜船の出港式で
Asseyay Thailandのメンバーに帽子を贈呈。

内閣府の青年国際交流事業の地方
プログラム受け入れ

船と翼の会ふくしま
　10月12日(月）、

10月25日(日）
福島県青少年会館　(福島市）、
郡山市労働福祉会館(郡山市）

会員13名、一般13名 13人
「東南アジア青年の船」地方プログラム受入れのための実行委員会開催。
プログラムで訪問する県立あさか開成高校の生徒９人が実行委員として、
教員2人がオブザーバーとして実行委員会に参加。

内閣府の青年国際交流事業の地方
プログラム受け入れ

船と翼の会ふくしま
10月6日(火）、
10月20日(火）

福島県立　あさか開成高校
(郡山市）

会員2名、一般50名 50人

「東南アジア青年の船」地方プログラムで訪問する高校の生徒たちに、事
業を理解してもらい当日効果的な交流ができるように、事前研修を実施し
た。アイスブレーキング、国際理解ワークショップ、東南アジアについての説
明、内閣府の事業の説明、「東南アジア青年の船」事業地方プログラムの
内容についての説明ほか。

内閣府の青年国際交流事業の地方
プログラム受け入れ

船と翼の会ふくしま
10月29日(木）
～11月1日(日）

福島市、福島県立あさか開成高校
(郡山市）、郡山市及び周辺市町村

会員13名、一般100名 100人
日本・アセアン青年交流プログラム（県知事表敬訪問、歓迎会、日本文
化体験宿泊、高校訪問、ホームステイ）

国際交流事業実行委員会 茨城県青年国際交流機構 12月12日（土）
水戸市

茨城県立青少年会館
会員5名

茨城IYEO開催の国際交流事業開催のために実行委員会を開催した。

他団体の交流事業への参加、協力 茨城県青年団体連盟
5月31日（日）

水戸市
茨城県青少年会館

会員4名
一般30名

30人
茨城県青年団体連盟の総会に出席し、昨年度活動報告と決算、今年
度予定や予算を審議。

他団体の交流事業への参加、協力 実行委員会
8月30日（日）

筑西市 会員8名
茨城県筑西市で開催された「どすこいペア（地域の祭り）」に参加し、
茨城IYEOの活動のPRを実施した。

他団体の交流事業への参加、協力 茨城県青年団体連盟
4月～9月

水戸市
茨城県青少年会館

会員2名
一般12名

12人 茨城県青年団体連盟の理事会に出席した。4月～9月で5回開催。

他団体の交流事業への参加、協力
平成21年度茨城県若者塾事業実行

委員会 5月～9月
水戸市

茨城県青少年会館
会員1名
一般8名

8人
平成20年度茨城県若者塾事業　一部実行委員会に出席した。
5月から9月の間、隔週で開催。

他団体の交流事業への参加、協力 茨城県青年団体連盟
平成22年

1月16日（土）
水戸市

茨城県立青少年会館
会員3名

一般約30名
30人

茨城県の青少年団体が一堂に会す、賀詞交換会を開催した。同時に、
写真展を開催した。

他団体の交流事業への参加、協力
平成21年度茨城県若者塾事業実行

委員会
平成22年

3月7日（日）
水戸市

茨城県立青少年会館
-

茨城県若者塾事業の第3回研修に参加協力した。

他団体の交流事業への参加、協力 茨城県青年団体連盟
10月

～平成22年3月
水戸市

茨城県青少年会館
会員2名
一般14名

14人
茨城県青年団体連盟の理事会に出席。10月～3月の間に4回開催し
た。

都道府県における事後活動組織の活動状況（平成２１年度）


